
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省が今年４月に実施した、平成 31 年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果について、全

国を基準とした経年推移等によって、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。結果によると、

生徒の生活習慣と学力には相関関係があることから、引き続き、保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

 

 

 

学力調査結果の中から、本校と全国の経年比較（対全国比）をお知らせします。 

  （※今年度より、Ａ・Ｂ問題が一体化されましたので、グラフを分けています。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較をお知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 人の役に立つ人間になりたい 

平成 31年度（令和元年度） 全国学力・学習状況調査の結果について 

＜学力調査結果の概要＞ 

○国語について 

 →自分の考えを書いて表現する力を問う問題に関しては全国平均、府平均を上回る成果が見られた。し

かし、長い文章を読み答えなければならない問題に課題が見られた。 

○数学について 

 → 四則演算等を用いた基礎力を問われる問いに関しては全体的に良好な結果であった。しかし、解き

方を説明しなさい等の記述式の問いに関しては課題がみられる。また、分野別の結果は、図形は良好であ

り、関数に課題がみられた。 

○英語について 

 →今年度実施された「話すこと」の問題では、短答式の問題に課題が見られた。しかしながら、与えら

れたテーマについて考えを整理し，まとまりのある内容を話すことができる設問では、正答率が府平均に

比べ 12.3ポイント高く、間違いを恐れずに話そうとする意欲が大いに感じられた。 

※本調査は、平成 19年度から実施されています。 

※平成 23年度は中止(東日本大震災)、平成 24年度は一部の学校を対象にした抽出調査のため、掲載していません。 

※英語の「話すこと」調査は、全国で実施していない自治体がある等、【参考値】として公表されることから、対

全国比は掲載していません。 

＜質問紙調査結果の概要＞ 
○生活習慣について 

 →肯定的な回答が全国比に対して、同じかやや下回る結果でした。 

○自分自身について 

→肯定的な回答が全国比に対して、同じか、やや下回る結果でした。 

「人の役に立つ人間になりたい」の肯定的回答は全国比を大幅に上回る結果でした。 

○家庭学習について 

 →肯定的な回答が全国比に対して、下回っています。特に「学校の授業以外で、家で１時間以上

学習をしている」に対する肯定的回答は全国比 4.8ポイント下回る結果でした。 

○授業改善について 

 →肯定的な回答が全国比に対して、上回っていました。特に英語の授業で「即興で自分の考えや

気持ちを伝え合う」の肯定的回答は全国比 2.6ポイント上回る結果でした。 

令 和 元 年 ９ 月 
枚方市立長尾中学校 

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、 

全国学力・学習状況調査により測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100にならない場合もあります。 

本校 

全国 

【全体概要】 

学力調査の結果 

 

質問紙調査の結果 

 

9 ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがある 

 

10 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している 13 学校の規則を守っている 

（全国の平均正答率を１とした経年比較） 
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＜国語＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】     

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜数学＞ 

成果や課題があった設問 

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜英語＞ 

成果や課題があった設問 

 正答率 無解答率 

本校 90.2 1.6 

全国 91.2 1.7 

 正答率 無解答率 

本校 52.2 0.0 

全国 61.5 0.1 

 正答率 無解答率 

本校 76.1 1.6 

全国 70.1 5.1 

 正答率 無解答率 

本校 39.1 23.9 

全国 40.8 21.3 

（考察） 

 評価の観点から見ると全体的に「読

む」分野の問題が弱い。それは文章を理

解していないというよりは、問題になっ

ている語句の前後しか読まない「飛ばし

読み」をしていると推測される。その原

因としてＳＮＳによる短い文章のやり

取りに慣れてしまったことがあげられ

る。ここを補うように授業では音読・黙

読指導や文章の前後関係を丁寧におさ

えて指導していく。 

教科に関する調査 

（考察） 

記述式の問題であったにもかかわら

ず無解答率が低く、正答率が高かった。 

３年間毎月川柳に取り組むことで韻

文への慣れがあった。また俳句等で鑑賞

文を書いた経験が生かされた。さらに振

り返りなど、日々の授業の中で自分の意

見を書いたり、交流したりする場面を設

けた。その結果「自分の考えを持つ」こ

とができたと考えられる。 

（考察） 

 無解答率が 4 人に 1 人という非常に高

い割合からもわかるように、問題の本質

を理解する力と数学的な用語を用いて

説明する力が不足している。自分の考え

や思いを言葉や文字で表現する力は

日々の生活や学習で培われるものなの

で、発表や話し合いの機会を増やすこと

で表現力を養っていきたい。 

   

 

（考察） 

 2 年時に学習した連立方程式におい

て、基礎、基本を徹底し学習した成果が

現れた問題であった。無解答率が低いこ

とからも意欲的に問題に取り組んだこ

とが見てとれる。今後も基礎知識を養わ

せるとともに、応用力も身に付けさせた

い。 

文章に表れているものの見方や考え方について自分の考えを持つ。 

ヒストグラムの特徴を基に説明する 

連立二元一次方程式を解く。 

【詳細について】 

文章の構成や展開、表現の仕方について、根拠を明確にして自分の考えを持つ。 



  

【成果】                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 正答率 無解答率 

本校 84.2 0 

全国 80.7 0.2 

 正答率 無解答率 

本校 43.7 3.3 

全国 55.4 7.9 

（考察） 

学習指導領域の「書く」ことにやはり

課題が見られた。与えられた情報に基づ

いて，３人称単数現在時制の肯定文を正

確に書くことができるかの設問の正答

率が低かった。人称に応じた一般動詞の

変化については、1 年次の学習内容にも

関わらず、あいまいなままの理解にとど

まっている生徒が多いという表れであ

るので、3 年間の総まとめ問題集に取り

組ませる等、既習事項について再確認す

る機会を増やす必要があると考える。 

（考察） 

学習指導領域の「聞く」ことに成果が

見られた。まとまりのある英語を聞い

て，必要な情報を理解することができる

かの設問の正答率が特に高かった。日頃

の授業の中で、ある程度まとまった英文

のプレゼンテーションを個々の生徒に

させ、それを聞いた生徒がその内容を理

解するといった取り組みが、成果に結び

ついていると考えている。今後も、でき

るかぎりプレゼンテーションをする機

会を増やしていきたい。 

与えられた情報に基づき、説明する英文を書く 

天気予報を聞き、適する曜日を選ぶ 



  

 

 

 

【成果のあった項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題が残った項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）授業改善について 

「だれもが生き生きとした授業づくり」を今年度の研究テーマとして設定しています。質問紙調査では、授業に主

体的に取組む設問について、肯定的回答の割合が上昇し、授業改善に取組む成果が一部でみられました。引き続き、

授業づくり研究部を中心に組織的に研究に取り組んでいきます。 

教科に関する調査において全般的に無解答率が全国比より低く、本調査に対して意欲的に取り組む姿勢がみられ

ました。生徒一人ひとりの学びに向かう力の育成に取り組んでいきます。 

自分の考えや気持ちなどをまとまった文章に書き出すことが、各教科共通の課題であるため、各授業のふり返り

において書くことを基本とし、日ごろから「書くこと」に慣れさせ、まとまった文章を書くことができる力をつけ

る取り組みをすすめていきます。 

 

（２）学習規律について 

日ごろからどの授業でも「チャイム着席徹底」「忘れ物をしない授業準備」「提出物期限厳守」といった指導を行

っています。 

今後も継続して学習規律の定着を図り、「だれもが生き生きとした授業」をするための学習環境づくりに取り組ん

でいきます。 

 

（３）家庭学習について 

 計画的に宿題や家庭学習の課題を設定することにより、学習習慣のいっそうの定着を図っていきたいと思います。

また、学習支援コンテンツの活用も促し、生徒自身が「つけたい力をつけるための家庭学習」の充実を図っていき

ます。 

 

1 朝食を毎日食べている 

（考察） 

生活習慣確立と学力には強い相関があることから、こ

れまで以上に家庭との連携を図り、学力向上につなげて

いきたいと思います。今回「朝食を毎日食べている」項

目について昨年度比、大きな改善がみられました。 

 授業改善の取組みを進めており、「国語の授業で、目

的に応じて、自分の考えを話したり書いたりしている」

や「原稿などを準備することなく、（即興で）自分の考

えや気持ちを伝え合う活動が行われていたと思う」とい

う設問で、顕著に改善がみられました。学力向上担当者

を中心に、主体的で対話的な授業が行われており、生徒

が能動的に授業に向かう姿勢がみられます。 

（考察） 

「いじめはどんな理由があってもいけないことだと思

う」という設問に対し、昨年に引き続き、前年比下降し

ました。生徒指導主事を中心に、教員一同、生徒の内面

に迫る積極的な生徒指導、成長を促す指導を実践してい

きます。また、「難しいことでも失敗を恐れないで、挑

戦している」という設問でも全国比を下回る状態でし

た。なかまづくりの取組みにおいて、生徒が安心して学

べる（挑戦できる）学級集団づくりを進めていきます。 

「毎日、同じくらいの時間に寝ている」では、前年比、

大幅な改善がありました。しかし全国比を下回る結果で

した。引き続き望ましい生活習慣定着を促す指導を行っ

ていきます。 

分析結果を踏まえて今年度中に取り組んでいくこと 

 

質問紙に関する調査 
※帯グラフは、左から「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」「どちらかといえば当て 

はまらない」「あてはまらない」を示しています。 

※折れ線グラフは、「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は 100にならない場合もあります。 

本校 

全国 

45 国語の授業では、目的に応じて、自分の考えを話

したり書いたりしている 

 

62 原稿などの準備をすることなく、（即興で）自分の考えや気

持ちなどを英語で伝え合う活動が行われていたと思う 

15 いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う 10 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している 

2 毎日、同じくらいの時間に寝ている 


